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人口と世帯（5 月1日現在）

Ｏ人口　463 湖8 人　（十1,837）

○　男　235,933人　（十　944）

〇　女　227,485人　（十　893）

○世帯　172,611世帯（十1,420）

(
)
は
前
月
比

66-111
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２年目を迎えた21世紀の森と広場

主な内容

・在宅 介護支援 センタ ーを開 設

… ２

・ ７月 ３日は市長 選挙で す… ３

・松戸 市福祉公社が 発足

… ４～ ５

・国民 健康保険 からの お知 らせ

･●●６

・平成 ５年度下 半期財政 事情

… ８

・情 報チャ ンネル………10 ～11

・ や さ しく夜 を照ら すガ ス灯
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家
族
で
時
々
来
て
い
ま

す
が
、
広
々
と
し
て
い
て

気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

こ
こ
で
は
、
子
供
も
思
い

き
り
遊
ん
で
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
は
昨
年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

森
の
新
緑
は
初
夏
の
光
を
浴
び
て
、
そ
の
青

さ
を
増
し
、
よ
り
輝
い
て
見
え
ま
す
。

緑
は
、
私
た
ち
の
心
の
中
ま
で
新
鮮
に
し
て

く
れ
ま
す
。
何
か
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
い
や
な
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

新
緑
の
公
園
を
散
策
し
、
池
の
ほ
と
り
で
物

思
い
に
ふ
け
る
の
も
お
し
ゃ
れ
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
は
、
や
さ
し
い
緑

い
っ
ぱ
い
で
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ひゅーまんＣＩＴＹ

まつど

高
塚
新
田

福
島
孝
行
さ
ん

育
代

さ
ん

健
太
く
ん

市役所の代表電話は



2
4時
間
体
制
で
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す

中
央
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

中
央
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
松
戸
市
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松

戸
病
院
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
専
門
職
員
が
二
十
四
時
間
体
制
で
、

自
宅
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
い
る
家
庭
の
介
護
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
各
種
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
機
関
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
年
中

無
休

2
4時
間

受
け
付

け
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、

今
年
の
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
松

戸
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に

基
づ
き
、
在
宅
福
祉
の
充
実
を
図

る
た
め
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の

皆
さ
ん
の
相
談
等
に
き

め
細
か
く
対
応
で

き
る
よ
う
に
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で

は
、

保
健
婦
や
看
護
婦
・

ケ
ー
ス
ワ

ー

カ
ー
な
ど
の
専
門
職
員

が
年
中
無

休
の
二
十
四
時
間
体
制
で

、
電
話

や
窓
口
で
の
相
談
業
務
を
行
い
ま

す
。相
談
で
き
る
内
容
は
、
自
宅
で

療
養
し
て
い

る
要
介
護
高
齢
者
へ

の
介
護
方
法
や

各
種
の
機
関
が
提

供
し
て

い
る
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
な

等
も
行
い

ま
す
。

急
病
の
際
の
受
診
先
の
紹
介
は
、

「
二
十
四

時
間
安
心
コ
ー
ル

（
・
1

6
6－
0
0
1
0

番
）
」で

ご
案
内
し

ま
す
。

介
護

機
器
の

紹
介
や

住
宅

改
造

の
相
談

も
行

い
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で

は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
い

つ

ま
で
も
自
宅
で

暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
住
宅
の
改
造
や
改
造
資
金
の

貸
し

付
け
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い

ま
す
。

ま
た
、
電
動
べ
ッ
ド
・
車
い
す
・

歩
行
器
な
ど
の
福
祉
介
護
機
器
を

展
示
し
、
そ
の
使
用

方
法
な
ど
も

ご
紹
介
し
ま

す
。

市
の
日

常
生
活
用
具
給
付
（
貸

与
）
品
目
に
つ
い
て

は
、
申
請
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

蠢
中
央
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

一`
9
1－0
2
1
1

番

交 通

松戸 駅西口がら京成バス 「市立東松戸

病院」行きに乗り、終点 で下車、また

は、東松戸 駅 から京成 バス「本八幡駅」

行き に乗り 、「市立東 松戸 病院入口」

で下車、徒歩４分

①初めて寝たきりの高齢者を介護するの

で、食事や排泄、入浴などの、日常の

介護方法を知りたいとき

②冠婚葬祭などで介護者が急に家を留守

にする必要が生じて、介護かできなく

なったとき

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

歯
周
病
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
／

最
近
、
「
お
口
の
中
に
ポ
ヶ
ッ

卜
が
あ
る
な
ん
て

知
っ
て
ま
し

た
？
」
と
い
う
歯
磨
き
会
社
の
コ

マ

ーシ
ャ
ル

が
、
テ
レ
ビ
か
ら
流

れ
て
い

る
の
を

ご
存
じ
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
歯
と
歯
茎

の
境
目
に
あ
る
こ
の
ポ
ケ
ッ
卜

と
、
歯
を
支
え
る
骨
の

状
態
が

歯
周
病
（
歯
槽
膿
漏
）
に
対
す

る
診
断
の

根
拠
に
な
っ
て
い
ま

す
。診
断
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

ポ
ケ
ッ
卜
の
深
さ
と
ポ
ヶ
ッ
卜

の
内
部
に
炎
症
が
あ
る
か
ど
う

か
を
調
べ
、
併
せ
て
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
に
よ

っ
て

歯
槽
骨

（
歯

が
植
わ
っ
て
い
る
骨
）
の

状
況

を
検
査
し

ま
す
。
ま
た

、
歯
が

揺
れ
て
い

る
か
ど
う
か

、
そ
の

程
度
も
大
切
な
項
目
で
す
。

歯
周
病
は
、
自
覚
症
状
が
出

た
と
き
に
は
か
な
り
進
行
し
て

ポケットができる歯がぐらつく

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

治
療
も
そ
の
あ
と
の
管
理
も
大

変
難
し
く
な
り
が
ち
な
も
の
で

す
。
四
十

歳
に
な
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
歯
科
医

院
で
の
検
査
を
お
受

け
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

６
月
定
例
市
議
会
の
開
催
予
定
を
変
更
し
ま
す

平
成
６

年
松
戸
市
議
会
６
月
定

例
会
の
予
定
は
、
左
表
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
は
、
６

月
６
日
㈲

午
後
５

時
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

蠢
市
議
会
事
務
局
議
事
課
　
ヽ

1
3回
1
0廁
９
附

６
／
８
團

期
　
　
日

本
　
会
　
議

常
任
委
員
会

招
集
日
・
本
会
議

会

議

予

定

議
案
等
の
議
決

議
案
等
の
審
査

議

案

説

明

主

な

内

容

遠慮なくご相談＜ださい

福祉介護機器や住宅改造の

ご相談に応じます

③日中一人きりになってしまう高齢者が

いるので、身の回りの世話をしてほし

いが、市の福祉サービスなどがよく分

からないとき

④直接的な介護は必要ないが、自宅の外

に出掛ける機会が少ない高齢者がいる

ので、ふれあいの場を増やしたいとき

こんなときは　ご相談を

歯槽骨が
溶かされる

膿が出る

そ
の
十
　
四
十
代

位置図

案 内 図

ど
に
つ
い
て
で
す
。

ま
た
、
実
際
に
そ
れ
ら
の
機
関

で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
あ
た
っ

て

必
要
な
申
請
の
受
け
付
け
な
ど
、

各
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
連
絡
調
整



7/3(日)は松戸

市長選挙

宮
間
満
寿

雄
氏
の
死

去
に
伴
う

市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
（
欠
員
三
人
）
が
、
７
月
３
日
㈲

に
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
市
政
を
託

す
人
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
せ
ず
、
み
ん

な
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

〔
告
示
日
〕

６
月
2
6日

㈲

〔
投
票
日
時
・
場
所
〕

７
月
３
日

㈲
午
前
７

時
～
午
後

６
時
、
九
十
七
ヵ
所
の
投
票
所

[
投
票
で
き
る
人
〕

昭
和
4
9年
７
月
４
日

ま
で
に
生

ま
れ
、
平
成
６
年
３

月
2
5日
ま
で

に
松
戸
市
に
転
入
届
を
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人

。

市
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で

光とあそぼう

形をさがそう

市政を託す人を選びます

き
ま
せ
ん
。

〔
投
票
方
法
〕

記
号
式
投
票
で
行
い
ま

す
。
こ

れ
は
、
投
票
記
載
台
に

備
え
付
け

の
○
記
号
印
で
、
自
分
の
支
持
す

る
侯
補
者
の
所
定
欄
に
印
を
押
す

方
法
で
す
。

〔
不
在
者
投
票
〕

投
票
日
当
日

、
会
社
の
出
張

、

出
産
予
定
、
旅
行
等
の
や
む
を
得

な
い
事
情
の
た
め
投
票
で

き
な
い

人
は
、
不
在
者
投
票
（
自
書
式
）
を

し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
…
６
月
2
6日
㈲
～
７
月
２

日

出時
間

…
午

前
８

時
3
0
分

～

午

後

５

時場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議
室
（
支

所
で

は

で

き

ま

せ
ん

）

青
い

空
に

七

色

の
虹
（
に

じ

）
が

出

た

り

、

夕
焼

け
で

空
か

赤

く

染

ま

っ
た

り

す

る
の

を
不

思

議

に

思

っ
た

こ

と
は

あ

り

ま

せ

ん

か
？

文
化

ホ

ー
ル
で

は

、
「
光
」
を
テ

ー
マ
に

特

別

展

を

閧
催

し
て

い

ま

す

。
見

て

・

触

れ
て

・

体
で

実
感

で

き

る
展

示
で

す
。

ご
家

族
そ

ろ

っ
て

お
出

掛
け

く
だ

さ
い

。

期
間

…

７
月
3
0
日

出

ま
で

時
間
…
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

入
館
料
…
無
料

※
月

曜

日

は
休

館

し

ま

す

崑

文
化

ホ
ー
ル

四
6
7－
7
8
1
0

番

〔
郵

便

投

粟
〕

身

体

障
害

者

手

帳

、
戦

傷

病

者

手

帳
の

交

付

を

受
け

、

身

体
に

重

度
の

障

害

が

あ

る
人

は

、

郵

便
に

よ

る
不

在

者

投
票

が
で

き

ま

す
。

こ

の

場

合

、
選

挙

管

理

委

員
会

に

、
郵

便

投
票

証
明

書
の

交

付

申

請

が
必

要
で

す

。

投
票
方
法
…
投
票
用
紙
と
、
投

票

用

封

筒

を
請

求

す

る
た

め

の

請

求

書
に

署

名
し

、

郵

便
投

票

証

明

書

と
と

も
に

請

求
し

て

く
だ
さ
い

。

既
に

、
郵

便

投
票

証
明

書
の

交

付

を
受

け

て

い

る
人

に

は

、

事
前

に

お
送

り

し

ま

す

。

請
求

期

限

…

投
票

日
前
四

日
〔
６

月
2
9
日

團

〕
。
ま
で

※
選

挙

公

報

を
６

月
3
0
日

團
の

朝

日
・
産

経
・
千

葉

日

報
・
東
京
・
日

本

経

済

・
毎

日

・

読
売

の

各

紙

朝

刊
に

折

り

込

む

予
定
で

す

。

各

支

所
・

市

民

セ
ン

タ

ー
に

も

置

き

ま

す
の

で

、

ご
利

用

く

だ

さ

い

。

[
開
粟
〕

７

月

３

日

㈲
午

後
７

時
3
0
分

か

ら

松
戸

運

動
公

園

体

育

館
で

行

い

ま
す
。

〔

立

候
補

予

定
者

脱
明

会

〕

６

月
７

日

㈹

午

後
１

時
か

ら

市

役
所

本

館
二

階

大

会

議
室

で

行
い

ま

す

。
立

侯

補

を
予

定

し
て

い

る

人

は

、
必

ず

お

集

ま
り

く

だ

さ
い

。

主な展示

カラーシャドウ　 体を動かすと、君の影も赤･青･黄

色にゆれるよ

影絵で遊ぼう　 君の影が壁について離れなくなって

しまう

まほう使いのトンネル　一歩踏み込めば服だけが光

り、君は透明人間のように見えなくなってしまう

事
前
ポ
ス
タ
ー
が
禁
止
さ
れ

ま

し

た

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

り
、

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る

ポ
ス
タ
ー
は
、
任
期
満
了
の
六
ヵ

月
前
か
ら
そ
の
選
挙
期
日
ま
で
の

問
は
、
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
の
場
合
、
７
月
３

日

ま
で
の
間
掲
示
で
き
ま
せ
ん
。

圜

選
挙
管
理
委
員
会

平
成
６

年
度
の
税
制
改
正
等
に

よ
り
、
一
年
間
限
り
の
措
置
と
し

て
、
平
成
６
年
度
分
の

個
人
住
民

税
（
所
得
割
）
が
二
〇
％
減
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
限
度
額

は
二
十
万
円
）
。

減
税
は
、
事
業
所
得
者
等
（
普

通
徴
収
の
人
）
の
場
合
に

は
、
平

成
６

年
度
６

月
分
二

期
）
の
納
付

、

の
際
に
特
別
減
税
額
を
控
除
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
い
ま

す
。

ま
た
、
給
与
所
得
者
（
特
別
徴

収
の
人
）
の
場
合
に
は
、
平
成
６

年
６

月
・
７
月
分
を
徴
収
せ
ず
に

、

８
月
か
ら
来
年
５

月
ま
で

の
十
ヵ

月
間
で

、
特
別
減
税
額
を
控
除
し

た
後
の

年
税
額
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

蠢
市
民
税
課

明日６日に市葬
※下記の表は、夫婦と子ども（一般扶養）２人のサラリ－マン世帯の場合です。

※税額を計算 する にあ たって社会保険料控除 等を 見込んでいますので 、世帯の構成などによっ て税額は変わってきま す。

故宮間満寿雄市長の市葬

を、次のとおり行います。
( 単位：円)

給与収入400 万円の場合の期別( 月別) 税額

普 通 徴 収

日　時　　６月６日(月)

午前10時30分

～ 午後Ｏ時30 分

会　場　 文化会館

｢森のホール21｣

その他　 香料・供物等は、辞退

させていただきます。

[圃葬儀委員会事務局(市役所内)

１　期 ２　期 ３　期 ４　期 計

減 税 前 13,400 牲000 牲000 11,000 46,400

減 税 後 4,600 們,000 11,000 性000 37,600

( 単位：円)
特別徴収

６　月 フ　月 ８　月 ９月以降 計

減 税 前 4,600 3,800 3,800 3,800 46,∠IC}0

減 税 後 ０ ０ 4,300 3,ZC}0 37,600

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

の

早

期

駆

除

を

樹
木
の

葉
を
食
い
荒
ら
す
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
見
つ

け
た
と

き
は
、早
め
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

防
除
器
具
の

貸
し
出
し
と

、
薬

剤
の
配

布
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
必
要
な
人
は
、
６

月
６
日
㈲

亦
ら
９
月
3
0日
圖
の
間
に

、
印
鑑

を
持
っ
て
直
接
農
政
課
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
で
駆
除
し
に
く
い
約
五

片
以
上
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、
専

門
業
者
に

よ
る
薬
剤
散
布
を
行
い

ま
す
の
で

、
左
記
の
期
間
に
町
会

・
自
治
会
を
通
じ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

。

申 込受付

開　　 始
防除期間

第　１

発生期
６／６(月)

6/15困
S
7/22應

第　２

発生期
8/10圉

8/22(月)

S
9/14(水)

蠢
農
政
課

指
導
係

給与収入 税区分 減税前 減税後 減税額

300 万円

均 等 割 2,Z00 2,700 ０

所 得 割 8,Z00 凵00 １,印0

計 牲∠100 9,600 1,800

400 万円

均 等 割 2,Z00 2,Z00 ０

所 得 割 43,/00 3∠1,900 8,800

計 46,400 37,600 8,800

500 万円

均 等 割 2,Z00 ２,700 ０

所 得 割 80,500 叫,400 16,100

計 83,200 6Z,100 16,100

600 万円

均 等 割 2,Z00 2,ZC}0 ０

所 得 割 158,500 126,800 3リ00

計 161,200 129,500 31,Z00

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

し

ま

す６

月
９
日
出
午
後
２

時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室

蹇

教
育
委
員
会
総
務
課
四
6
6－
7

4
6
0

番

季

節
（
中
元

）
資
金
を
融
資

県 の 制 度 市の制度

融資限度額
ｉ中小企業者1,000 万
円以内
１組合1,500 万円以内

100万円以内

融資 利率
①3.0％以内(保証協会
のｲ呆証付)
②3.5％以内(①以外)

3.9％

融資 期間 ５ヵ月以内 ６ヵ月以内

償 還方 法 割賦償還または一括償還

申込受付期限…８／１(月)

即 公戸商工会議所酋64－3仰 番または商工課振興係

し

尿

処

理

手

数

料

の

納

付

は

期

限

内

に

平
成
６

年
度
の
納
入
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た
。

手
数
料
の
納
期
限
は

、
左
表
の

と
お
り
で
す
。
納
期
内
に
納
入
し

て

く
だ
さ
い
。

※
水
洗
化
、
転
出
な
ど
に
よ
り
、

く
み
取
り
が
不
要
に
な
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

。

区分 期別 納 期 限

人

頭

制

第1 期 ６／３(μり

第２期 9/30 應

第３期 12/28 圉

第４期 平成ｱ年3/31圀

従量制
くみ取り作業日の翌月
末日

※月単位で納付します

市

立

博

物

館

が

休

館

し

ま

す

６
月
2
0日
興
～
2
7日
興
の
間
、

収
蔵
資
料
を
害
虫
や

カ
ビ
か
ら

守

る
く
ん
蒸
を
行
う
た
め
、
休
館
し

ま
す
。

黷
市
立
博
物
館

｀
8
4－
8
1
8
1

番

６

／
５

～

們
は

「
危

険
物

安
全

週
間
」

一
瞬

の
す

き

も

許

さ
ぬ

危
険
物

蠢
清
掃
業
務
課
業
務
第
二
係

６

／
1
5
県

立

現

代

産

業

科

学

館

が

開

館

し

ま

す

産
業
に

応
用
さ
れ
た
科
学
技
術

を
体
験
的
に
学

べ
る
博
物

館
で
す
。

所
在
地
市
川
市
鬼
高
一
－

一
－

三
　

交
通
Ｊ
Ｒ
総
武
線
下
総
中
山

駅
下

車
徒
歩
十
五
分
　

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0分
（
入

場
は
４
時
ま
で

）
　
　休
館
日

月
曜

日
（
祝
日
等
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

費
用
入
館
は
無
料
（
一
部
有
料
）

蠢
県
立
現
代
産
業
科
学
館
四
7
9－

2
0
0
0

番

文化ホールで特別展

減税の結果、税額はこのように変わります。

減 税 額　　　　 （単位：円）

平成６年度

住民税が

特別減税さ れます

市議会議員補欠選挙も同時に



財
松
戸
市
福
祉
公
社
を
設
立

入　 会　 金 1,000円（登録時のみ）

会　　　　費 月1,000 円

家
事

介
護
援
助
サ

｜
ビ
ス

派 遣 時 間

月曜日～金曜日 士・日曜日、祝日

9:00 ～17:00
8:00 ～9:00

1Z:00 ～20 : 00
9:00 ～ワ:00

利

用

料

家　　事 １時間　900 円 １時間1,100 円 １時間1,100 円

介　　護 １時間1,100 円 ｑ時間1,300 円 １時間1,300 円

派 遣 経 費 派遣1 回につき500 円

24時 間あ んし ん 電話 サ ービ ス 月3,500 円

―
1
0
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
―

松戸市福祉公社

協力会員のサービスは、

掃除・洗濯・調理など、ふ

だんあなたが生活の中でし

ていることが中心です。

「私でできるかしら」と心

配する前に、電話で福祉公

社へご相談ください。

〒271 松戸市上矢切299-1 総合福祉会館内

昔68 －2941

FAX 68 －2692

平日…午前９時～午後５時

土・日曜日と祝日は休みます。

交通機関

松戸駅西口から市川駅行き

バス(③のりば)で｢浅間台｣

下車

住み慣れたまちで　安心して暮らし続けるために

協力 会員

家事援助・介護援助サー

ビスを提供する会員です。

ボランティア意識をお持

ちで、松戸市在住・在勤の

20歳以上の健康な人。資格

や経験は問いません。

賛助会員

福祉公社の事業に賛同し

ていただける個人・団体・

企業などの皆さんです。

会　　費

個人 法人

入会金 1,000円 10,〔X)(〕円

年会費 1,000円 10,00(〕円

福
祉
公

社
の
事
業
の
中
で
、
最

も
大
切
な
仕
事
の
一
つ
が
家
事
援

助
・
介
護
援
助
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

高
齢
だ
っ
た
り
、
障
害
を
持
っ

て
い
た
り
し
て

、
日
常
生
活
の
中

で
手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
利

用
会
員
の

自
宅
へ
出
向
き
、
掃
除
・

洗
濯
・
調
理
な
ど
の
家
事
援
助
や

、

通
院
・
散
歩
の
介
助
な
ど
、
簡
単

な
身
体
介
護
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提

○
参
加
の
条
件
は
？

二
十
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
者
で
健
康
な
人

。
特
に
資
格
や

経
験
は
無
く
て

も
結
構
で

す
。

○
活
動
す
る
に
は
？

①
初
め
に
活
動
に
必
要

な
知
識

や
技
術
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
福

祉
公
社
が
行
う
基
礎
研
修
（
下
表
）

を
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
研
修
終
了
後
に
活
動
で
き
る

あ
な
た

が
主

役
。
家
事

援

助
・

介
護
援

助
サ

ー
ビ
ス

供
す
る
も
の
で

す
。

1
0月
１
日
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に

先
立
ち

、
こ
の
家
事
援
助
や
介
護

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
行
う
協

力
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
に
関
心
が
あ
る
、
社
会
に

役
立
つ
活
動
を
し
た
い
、
活
動
を

通
し
て
心
の
ふ

れ
あ
い
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
の
出
番

で
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
・
時
間
帯
・
活
動
内
容
・
地
域

を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
が
済
む
と
、
協
力
会
員

と
し
て
利
用
者
の
希
望
す
る
内
容

に
あ
っ
た
活
動
を
福
祉
公
社
か
ら

依
頼
し
ま
す
。

協
力
会
員
は
、
自
宅
か
ら
直
接

利
用
者
宅
ま
で
通
い
ま
す
が
、
初

回
は
福
祉
公
社
の
職
員
が
同
行
し

ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
保
険
に

も
加
入
し
て
い
ま
す
。

○
謝
礼
金
は
？

謝
礼
金
は
、
一
時
間
当
た
り
家

事
援
助
が
九
百
～
千
百
円
、
介
護

援
助
サ
ー
ビ
ス
が
千
百
～
千
三
百

円
で
す
。
交
通
費
も
実
費
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

○
点
数
預
託
制
度
と
は
？

協
力
会
員
は
、
謝
礼
金
を
受
け

取
る
代
わ
り
に
、
活
動
実
績
を
点

数
に
し
て
預
託
で
き
ま
す
。
必
要

な
と
き
に
い
つ
で
も
、
自
分
自
身

や
家
族
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｉ　　　　研　 修　内　 容 会　　　場 日　程 時　　間

●福祉公社の概要

●老人の福祉・障害者の福祉

●家庭訪問の心得

●家事援助入門●高齢者の健康

●ホームヘルプサービスの実習

小刪呆健センター 6/21(火卜

9:30 ～11:30常盤平第二小学校 22(水)～

中央保健センター 24愬～

衛　 生　 会　 館 30困～ 13:30～15:30

家事援助

介護援助サービス

事業賛助会費

―
電
話
で
福
祉
公
社
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
―

協
力
会
員
を
募
集
し
ま
す

会
費
・
利
用
料

利
用
希
望

公
社
職
員
の
訪
問

利 用 会 員

家事援肋・介護援助

サービスなどを受ける

会員です。

おおむね65歳以上の

人。心身に何らかの障

害のある人などが対象

です。

福 祉 公 社

松戸市福祉公社の事業

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
は
、
だ
れ
も

が
願
っ
て
い
る
こ

と
で

す
ね
。

平
成
５
年
の
市
内
の
六
十
五

歳

以
上
の

高
齢
者
の
割
合
は
七
・
九

％
。
全
国
平
均
（

こ

Ｉ・
六
％

）

に
比

べ
、
松
戸
市
は
若
い
都
市
と

い
え
ま
す
が
、
平
成
1
8年
を
境
に

高
齢
社
会
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

病
弱

な
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ

私
た
ち
の
ま
ち
で

す
。
元
気
な

と
き
に
は
手
助
け
を
し
て

、
必
要

な
と
き
に
は
手
助
け
を
受
け

る
、

地
域
の
中
で

助
け

合
っ
て

安
心
し

て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
で

す

ね
。

１。有償在宅福祉サ ービス（利用料は右表）

基本サービス

●公社職員による訪問相談

●在宅生活に関するさまざまな相談

●会報による福祉公社の活動の紹介や情報提供

家事援助・介護援助サービス

●高齢者や障害を持つ人など日常生活に支障がある利用会員に、

福祉公社の職員が協力会員を派遣し、家事援助や介護援助サー

ビスなどを行います。

24時問あんしん電話サービ ス

●高齢者などが安心して生活できるように、24時間看護婦が営駐

する業者に通報の受け入れを委託し、福祉公社サービスと連携

を図りながら、緊急時における相談や消防局への通報などをし

ます。

２ ．相談事業

利用相談

●利用を希望される人については、訪問相談をします。一般に対

しても、在宅福祉サービスなどに関する相談を受けます。

随時相談

●利用会員を対象に、相談に応じて必要なサービスを紹介し、問

題の解決をお手伝いします。

３ ．研修および人材育成事業

●協力会員基礎研修やホームヘルパー養成研修などを行います。

高

齢
社

会
に
備
え
て

助
け
合

い
の
拠
点

松
戸
市

福
祉
公
社

人

、ま
た
そ
の
家
族
に
と
っ
て
も
、

身
の
回
り
の
こ
と
を
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
だ
れ
か
の
手
助
け

が
必

要
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

高

齢

者
や
障

害

を
持
つ
人

が

、
住
み

慣

れ
た
地

域
で

安
心

し

て

暮
ら
せ

る
よ

う
に

、
市

の
出

資
に
よ

り

、

財
団
法

人
松

戸
市

福
祉
公

社

を
設
立

し
ま

し

た
。

地
域

の
人

た
ち

の
参

加
と

協
力
に

よ

り
、
有

償
で

家
事

援
助

な
ど

の
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ
ス

を

、
1
0月
１

日
か

ら

開
始
し

ま

す
。

そ
ん
な
助
け
合
い
の
拠
点
と
な

る
よ
う
市
が
出
資
し
て
、
財
松
戸

市
福
祉
公
社
を
設
立
し
ま
し
た

。

主
な
事
業
は
家
事
援
助
や
簡
単

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
生
活
に

関
す
る
相
談
、
介
護
に
関
す
る
研

修
な
ど
で

す
。

今
回
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し

て
い
た
だ
く
協
力
会
員
を
募
集
し

ま
す
。
７
月
に
は
サ

ー
ビ
ス

を
受

け
る
利
用
会
員
を
、
ま
た
1
0月
に

は
こ
の

事
業
に
賛
同
し
て

い
た
だ

け
る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
、
1
0

月
１
日
か
ら
サ

ー
ビ
ス

を
開
始
し

ま
す
。

住
み

慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
は
み
ん
な
の
願
い

案 内 図

基礎研修（８日間・16時間）
※随時行います。

協
力
会
員
へ
の
道

利用会員への在宅福祉サービス

協力依頼

謝礼金

協力会員の登録



健康を守りますあなたの

国民健康保険

国
民

健
康

保
険
は
、
わ
た
し

た
ち
が
日
ご

ろ

か
ら
保
険
料

を
出
し
合
い

、
病
気
や
け
が

を
し

た
と
き
の
医

療
費
に
充
て

よ
う
と
い

う

助

け
合
い
の

制
度
で
す

。

こ

の
制
度

は
発
足
以

来
半
世

紀
も
の

間
、

わ
た
し

た
ち
の
医
療

確
保
と
健
康

増
進
に
大

き

く
貢

献
し
て
き
ま
し

た
。

し

か
し
、
近
年
医
療

費
の
増
加

と
と
も
に
、

国
民

健
康
保
険
の
財

政
状
況
は
大

変
厳
し
く

な
っ

て
き
て
い

て
、
皆
さ

ん
の

保
険
料
の

負

担
も
大
き

く
な
っ

て
き
て

い
ま
す

。

今

回
は
、
国
民
健

康
保
険
の

概
要

と
、
今

年

度
の
保
険
料
に
つ

い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す

。

黷
国

民
健
康

保
険
課

健康はみんなの願い

医

療

保
険

に

は

、
会

社

な

ど
に

勤

め
て

い

る

人

が

加
入

す

る

健

康

保
険

や

、

官
公

庁
に

勤
め

て

い

る

人

が
加

入

す
る

各

種

共

済
保

険

な

ど

が
あ

り

、
国

民

健

康

保
険

も

そ

の

一
つ

で

す

。

わ

た
し

た

ち
は

皆

、

い

ず

れ
か

の

健

康
保

険

に

加
入

し

な
け

れ

ば

な

り

ま
せ

ん
（
国

民

皆

保
険

）
の
で

、

職

場

の

健

康
保

険

や

共

済
組

合
に

加

入

し
て

い

る

人

と

そ
の

家

族

、

生
活

保
護

を
受

け
て

い

る
世

帯

の

人

、
を

除
い

た

す

べ
て

の

人

が

、
国

民

健

康
保

険
の

加

入

者

（

被

保
険

者

）

と
な

り

ま

す

。

国

民
健

康

保

険
の

事
業

は

市
町

村
単

位
で

運

営

さ

れ

、
こ

れ

を

保

険

者
と
い

い

ま

す

。

保
険

者
で

あ
る

松

戸
市

で

は

、

図

①
の

よ

う
に

加

入

者
に

負
担

し

て

い

た

だ

く

保

険
料

や

、

国

・
県

図①

国保のしくみ

か
ら
の
補
助
金
、
市
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
財
源
と
し

て

特
別
会
計
を
組
み
（
図
②
）
、
医

療
費
な
ど
の
支
出
に
備
え
ま
す
。

加
入

者
は
保
険
料
を
負
担
す
る

か
わ
り
に

、
図

③
の
よ
う
に
医
療

費
、
助
産
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給

付
を
受
け
ら
れ
る
の
で

す
。

保
険
料
は
そ
の
年
に
予
測
さ
れ

る
医
療
費
等
の

支
出
額
か
ら

、
国

な
ど
の
補
助
金
、
被
保
険
者
の
自

己
負
担
分
を
除
い
た
額
を
基
準
に

算
定
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
へ
は
世
帯
ご
と

に
加
入
し
、
保
険
料
は
世
帯
主
が

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
世
帯
あ
た
り
の
保
険
料
は
、

世
帯
の
収
入
に

応
じ
て

計
算
す
る

所
得
割
、
一
世
帯
い
く
ら
と
計
算

す
る
平

等
割
、
世
帯
の
加
入
者
数

に
応
じ
て
計
算
す
る
均
等
割
を
合

松
戸

市
（
保
険
者
）

国
保
の
事
業
を
運
営

（
審

査

委

員

会
）

国

保

連

合

会

計
し
て

出
し
て
い
ま

す
。

平
成
６

年
度
の
保
険
料
率
は
表

①
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

支
出
額
の
大
半
を
占
め
る
医
療

費
は
、
近
年
加
入
者
の
高
齢
化
や

医

療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
増

加
し
て
お
り
、
市
の
国
民
健
康
保

険
会
計
は
、
非
常
に

厳
し
い

状
況

に
あ
り
ま
す
。

市
で
は

、
一
般
会
計
か
ら
の
例

年
の
繰
り
入
れ
の
ほ
か
に
、
今
回

特
別
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た

が
、
医
療
費
の
増
加
に
追
い
つ
か

ず
（
図
④
）
、
６

年
度
は
、
一
人
あ

た
り
保
険
料
を
平
均

年
額
六
万
八

千
七
百
三
十
五
円
に
引
き
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
に

よ
っ
て

も
、
県
内
三
十
市
の
平
均

値
（
六
万
八
千
三
百
七
十
八
円
）

並
み
の
額
で

す
。

健
康
は
だ
れ
に
と
っ
て

も
大
切

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
日

ご
ろ
か

ら
健
康
管
理
に
気
を
付
け
た
い
も

の
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
が
、
医

療
費
の
増
大
を
防
ぎ
、
保
険
料
の

負
担
を
増
や
さ
な
い
こ

と
に

も
つ

な
が
り
ま
す
。

表①
平成６
年度保
険料率

種　　別 保　険　料 俑　　　　　 考

①所得割額 6.88％

所得のある国保加入 者ごと に、所得か

ら 基礎控除31万円を 控除し た後の金額

に乗じます。

②均等割額 9,610円
加入者１人分の年額であり 、世帯人数

に乗じ ます。

③平等割額 8,600円 加入世帯１世帯の年額です。

※①～③の合計額が年間保険料となり、上限額は50万円となります。

図②
国保財源の内訳の推移

保
険
料
を
納
め
る
の
は

、
被
保

険
者
の
資
格
を
得
た
月
か
ら
で
、

市
に
届
け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
場
の
健
康
保
険
を
抜
け
た
り

、

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

、
国
民

健
康

保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

も
の
の
、
加
入
の
届
け
出
が
遅

れ

た
場
合
は
、
被
保
険
者
に
な
っ
た

時
点
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出

を

忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。そ
の
年
の

保
険
料
は

、
毎
年
６

月
に
各
世
帯
主
あ
て
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
納
入
通
知
書
が
届
い
た

ら
、
納
期
を
守
っ
て

納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
今
年
度
の
納
期
は

表
②

の
と
お
り
で

す
。

納
付
の
方
法
は

、
収
納
員

が
集

金
す
る
方
法
、
最
寄
り
の
金

融
機

関
の
窓
口
に
納
め
て

い
た
だ
く
方

法
、
口
座
振
替
な
ど

が
あ
り
ま
す

が
、
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
そ

の
あ
と
は
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
の
心
配

も
な
い
口
座
振
替
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

表②

平成
６年
度保
険料
の納
期

期　別 納　付　期　限

第１期 ６月30日困

第２期 ８月１日(月)

第３期 ８月31日伽

第４期 ９月30日圀

第５期 10月31日(月)

第６期 11月30日困

第7 期 12月28日伽

第8 期 １月31日(火)

第９期 ２月28日(火)

第10期 ３月31日廊

申し込みは6 /15(水)～22(水)

市営住宅

市
営
住
宅
の
空
き
家
入
居
者（
待

機
者
）
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
資
格
…
①
平
成
５
年
６
月

2
3日
（
シ
ル

バ
ー
中
金
杉
を
申
し

込
む
人
は
平
成
３
年
６
月
2
3
)

以
前
に
住
民
登
録
を
し
、
現
在
も

市
内
に
居
住
し
て
い
る
、
ま
た
は
、募集内容

同
日
以
前
か
ら
市
内
の
一
定
の
勤

務
場
所
に
勤
務
し
て

い
る
②
現
に

同
居
し

、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
人
、
婚
姻
の

予
定

者
を
含
む
）
が
あ
る
③
年
間

総
収
入
が
別
表
１
・
２
の
収
入
基

準
に
該
当
す
る
（
た
だ
し
二
人
以

上
の
収
入
が
あ
る
世
帯
・
寡
婦
(
夫
）

控
除
・
身
障
者
控
除
の
対
象
者
の

い

る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
金
額
が

変
わ
り
ま
す
）
④
現
に
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

申
込
用
紙
の
配
布
…
６
月
８
日

困
～
2
2日
収
午
前
９
時
～
午
後
５

第１種住宅

①天神山･松戸新田･新松戸･新松戸第二･三矢小台･六高台の3DK等計10戸

②常盤平南部･ 常盤平南部第二･ 幸田第二の３ＤＫ　　 計 ９戸

③横須賀･小金原2号棟･小金原併存･幸田･八ケ崎・常盤平南部の2DK計11戸

④母子世帯向住宅の３ＤＫ　　　　　　　　　　１戸

⑩身 体障害者向住宅の ３Ｄ Ｋ等　　　　　　　　 １戸

⑥ﾍﾟア住宅の２ＤＫ十１Ｋ　　　　　　　　　　１戸

第２種住宅

①胡録台･相模台1号棟･稔台･小金１号棟の2K（単身可）計４戸

②八ヶ崎・常盤平南部・相模台2号棟の２ＤＫ等　計４戸

③天神 山・松戸新田 ・新松戸 一新松 戸第二・幸田第二

・三矢小台 ・六高台 ・松戸新田第二の3DK 等 計７戸

④母 子世 帯向住宅の ３Ｄ Ｋ等　　　　　　　　 計２戸

⑤身 体障害者向住宅の ２ＬＤ Ｋ等　　　　　　　 １戸

⑥老 人世帯向住宅の ３Ｄ Ｋ等　　　　　　　　　 １戸

⑦ｼﾙﾊﾞｰ中金杉の１Ｋ(単身者向)、２ＤＫ(世帯向)　各１戸

時
の
間
に
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
、

住
宅

課
と

各
支

所
で

配

布

兩

６

月
1
5
日

團

～
2
2
日

圉

午

前
９

時
～

午

後
５

時
の

間
に
（
土
・
日

曜

日

を

除

く
）
、
住

宅

課
で

受

け

付
け

入

居
方

法

…

空

き
家

が

生
じ

次

第
当
選
順

位
に
よ
り
入

居
。
平
成

７
年
５

月
末
日
ま
で
に

空
き
家
が

生
じ
な
い
場
合
は
、
当
選
権
が
失

効
し
ま
す
。

閲
住
宅
課
公
営
住
宅
係

別 表 １　 給 与 所 得 者 １人 の 場 合 の 早 見 表 （ 前 年 １年 間 の 総 収 入 ） 単 位 ・ 円

種

別

家族数

(本人を含む)
単身者 ２　人 ３　人 ４　人 ５　人

第
２
種
総収入

金　額

最 低

最　高

0

2,207,999

0

2,707,999

0

3,207,999
0

3,659,999
0

4,095,999

第
１
種
総収入

金　額

最　低

最　高

2,208,000

3,591,999

2,708,000

4,027,999

3,208,000

4,463,999

3,660,000

4,903,999

4,096,000

5,339,999

別 表 ２　 事 業 所 得 者 １ 人 の 場 合 の 早 筧 表( 前年１年間の必要経費控除後の所得金額)

麈

別

家族数

(本人を含む)
単身者 ２　人 ３　人 ４　人 ５　人

第
２
種
所　得

金　額

最　低

最　高

0

1,380､000

0

1,730,000

0

2､080,000
0

2,430,000
0

2,780,C}00

第
１
種
所　得

金　額

最 低

最　高

1,380,001

2,376,000

1,730,001

2,726,000

2,080,001

3,076,〔)00

2,430,00.1

3,426,〔)00

2,780,001

3,776,000

動物はマナーを守って

正しく飼いましょう

狂
犬
病
の
発
生
予
防
、
動
物
に

よ
る
危
害
や
被
害
を
予
防
す
る
た

め
、
動
物
は
次
の
こ
と

を
守
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

①
生
後
九
十
一
日
以
上
で
、
本
年

度
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を

し
て
い

な
い
犬
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の

動
物

病

院
で

注

射
を
受

け
、
そ
の
証
明
書
を
市

役
所
生
活

環
詭
課
に
持
参
し
、
登
録
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

②
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
て
、
散

歩
の
時
な
ど
は
引
き
綱
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

③
犬
や
猫
は
捨
て
な
い
で
、
飼
え

な
く
な
っ
た
場
合
は
飼
っ
て
く
れ

る
人

を
探
し
ま
し

ょ
う
。
ど
う
し

て

も
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
保
健

所
に
連
絡
を
。

④
子
供
を
増
や
す
つ
も
り
の
な
い

犬
・
猫
は
不
妊
手
術
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

⑤
犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て

始
末
し
ま
し

ょ
う
。
道

端
や
公
園
な
ど
に
放
置
す
る
と
、

多
く
の
人

が
迷
惑
し
ま
す
。

⑥
条
例
で
定
め
ら
れ
た
「
危
険
な

動
物
」
（
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
ニ
シ
キ
ヘ

ビ
な
ど
）
を
飼
う
場
合
は
、
知
事

の
許
可
が
必
要
で

す
。
現
在
こ

れ

ら
の
動
物
を
許
可

を
受
け
ず
に

飼

っ
て
い
る
人
は
、
保
健
所
に
連
絡

し
て

く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
の
し
つ

け
教
室

を
開
催

犬
の
訓
練
士
と
獣
医
師
の
お

話

の
後
、
犬
の
し
つ
け
に
つ
い
て
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
…
６
月
2
2
日
團
午
後
１
時

3
0分
か
ら

会
場
…
松
戸
保
健
所

定
員
…
先
着
二
十
人

圃
電
話
で

松
戸
保
健
所
昔
町
－
2

1
2
1

番
へ

空
き
家
入
居
（
待
機
）
者
募
集

今
年
の
保
険
料
率
が

決
ま
り
ま
し
た

保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

国
民
健
康
保
険

の
し
く
み

国保で受けられる給付

１療養の給付

病院や診療所( 医院) の窓口で保険証を提出すれば、医療に

かかった費用の３割(または２割の一部負担金)を支払うだ

けで、残りの７割( または８割) は国保が負担します。

診察・治療

入院や検査

注射などの処置や薬

自己負担は3 割( または2 割)

残りの7割(または8割)

は国保が負担

２高額療養費の支給

医療費が高額になり、負担した額が一定限度を超えると、超

えた分を国保が負担します。

３療養費の支給

旅先で急病になり、保険証を持たずに治療を受けたときな

ど、あとで国保に申請すれば、審査して決定した医療費の７

割（または８割）が支給されます。

ﾉ４助産費の支給　24万円

被保険者が出産したとき、出生児１人につき24万円が支給

されます。妊娠４ヵ月(84 日)以上であれば、死産、流産(こ

の場合医師の証明が必要) でも支給されます。ただし、出産

した被保険者が出産日以前６ヵ月以内に会社などを退職し

ていた場合は、元の会社などで、分娩費の支給を受けること

になります。

５葬祭費の支給　10万円

被保険者が死亡したとき、葬儀を行った人に対して10万円

が支給されます。

受給権の

時効に
ご注意を！

出産日、葬儀をした日の翌日から２年

を経過しますと､受給権が時効により

消滅しますのでご注意ください。

医療費と保険料

図④

加

入
者
（
被
保
険
者
）

国や地方自治体から の補助金

保険料を納める

保険証を交付する

治
療
を
す
る

保
険
医

医療費を請求する

審査結果を報告する

医

療

費

の

３
割
（
ま

た

は
．２

割

）
を
支

払

う

国保連合会を通じて医療費

の７割(または８割)を支払う

図③
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平成５年度下半期

財政事情
（平成５年10 月１日～平成６年３月31 日）

平成５年度下半期の財政事情を公表します。

５年度は、第４次総合５か年計画の最終年次であると同時に、市

制施行50周年の記念すべき年で、計画に盛り込まれた施策を着実に

実施し、成果をあげました。

今後も事務事業の見直しによって経費の節減を図り、限りある財

源を効率的に配分し､今年度スタートした第５次総合５か年計画「ゆ

とり・豊かさ・ヒューマンシティまつど55」の達成を目指します。

予

算

執

行

状

況

【
一
般
会
計
】

一
般

会
計

予
算
の

執
行

状
況

は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

平

成
５

年

度
の

最
終

予
算

額

は
、
千
二
百
十
三
億
千
八
十
六
万

七
千
円
に

な
り
ま
し
た
。
当
初
予

算
額
は
千
百
九
十
九
億
八
千
万

円

で
し
た
が
、そ
の
後
二
回
の
補
正
に

よ
っ
て
、
十
三
億
三
千
八

十
六
万

七
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で

す
。

予
算
額
に
対
し
て
、
平
成
６

年

３

月
3
1日
現
在
の

収
入
済
額
は
千

三
十
九
億
二
千
五
百
七
十
七
万
八

千
円
で
収
入
率
は
八
十
五
・
七
％

で

す
。
支
出
済
額
は
千
四
十
六
億

五
百
十
八
万
九
千
円
で
執
行
率
は

八
十
六
・
二
％
で

す
。

一
時
的
な
支
払
い
資
金
の
不
足

に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
等

を
繰
り
替
え
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

５
月
末
日
ま
で
に
は
不
足
額
に

見

合
う
収
入

が
あ
り
ま
す
の
で
、
不

足
額
は
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

【
特

別
会

計
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か

五
特
別
会
計
の

予
算
執
行
状
況
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

【
企

業
会

計
】

水
道
事
業
会
計
ほ
か
二
企
業
会

計
の
予
算
執
行
状
況
は
、
表
３
の

と
お
り
で
す
。

市
は
、
教
育
・
土
木
・
社
会
福

祉
・
衛
生
・
消
防
な
ど
、
各
種
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

経
費
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
市
税
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
な
ど
、
そ
の
年
度
の

収
入
で

賄
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

事
業
の
効
果

が
後
世
に

も
及
ぶ
も

の
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
市
民
の

皆
さ
ん
に

も
そ
の
負
担
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
が
、
税
負
担
の
公
平

を
図
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

市
は

、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら

長
期

で
返

済
す
る
資
金
を
借
り
て

事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

借
入
金
残
高
は
、
表
６
の
と
お

り
で

す
。

今
後
と
も
、
将
来
の
財
政
負
担

を
十
分
に
考
慮
し

な
が
ら
地
方
債

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

黷

財
政
課

第
４
次
総
合
５
か
年
計
画
を
完
遂

１

一般会計予算の執行状況

歳入
市 税

674億円

(652億446万7干円)

市 債

229億9,540万円

(93億8,190万円)

予算現額1,213 億1,086万7干円

〔繰越分　　2 億4,931万5千円〕

収入済額1,(B9 億2,5Z7万8千円

〔繰越分　　2 僮1,592万1千円〕

収入率　　　　　　　85.7 ％

〔繰越分　　　　　　86.6 ％〕

公債費　　　　　　

98億8,118万2干円　

(97億9,386万1干円)

教育費

152億9,329万7干円

(135億2,308万7干円)

国庫支出金

87億6,494万4千円

76 億1,093万円）

その他　　　

221億5,052万3干円

(217億2,848万1干円)

予算現額1,213 億1,086万7千円

〔繰越分　　2 億4,931万5千円〕

支出済額1,04G 億518万9千円

〔繰越分　　2 億4,138万9千円〕

執行率　　　　　　　86.2 ％

〔繰越分　　　　　　96.8 ％〕

民 生贊

170 億5,753 万9干 円

(16〔〕億8,278 万7干 円)

j 総務 費　　 ｀

85億2,197 万5 干

宍

(173 億6,868 万5 干 円)

衛生費

255億6 溺9 万7干円

(195億6.393万9干円)

○（　　 ）内は 、収入済額又は支出済額 です。

Ｏ一 時的な支払資金の不足 につ いては、財政調 整基金等を繰り 替え使 用し ています。

土木費

274億289万6干円

(212億8,112万円)

歳出

特別会計予算の執行状況
〔　〕内 は繰越 分

会　　計　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 収入率(％) 支　出　済　額 執行率(％)

国 民 健 康保 険
特　別　 会　 計

169億8,723万3千円 悃1億3,532万9干円 95.0 148億5,321万4干円 87.4

松　戸　 竸　 輪
特　 別　会　 計

120億8,880万円 114億6,37Z万3千円 94.8 113億3,247万9千円 93.7

下 水 道 事 業

特 別 会 計

〔5億ｧ,504万2干円〕

1ｧｧ億6,Z13万3千円

〔5億7,430万2千円〕

匐7億9,882万Z干円
〔9H 〕
83.3

〔5億5,198万7干円〕

130億4,234万9干円

〔96.0〕
73.4

公設地方卸売市場
事 業 特 別 会 計

4億8,538万2千円 4億8,812万2千円 100.6 4億1,Z16万3干円 85.9

老 人 保 健 事 業
特 別 会 計

129億4,0怖万2干円 116億6,528万4千円 90.1 113億235万9千円 87.3

駐 車 場 事 業
特 別 会 計

3億8,825万円 3億7,28∠1万円 96.0 3億5,873万円 92.4

合　　　　　 計
〔5億ｱ,504万2干円〕

606億5,695万円

〔5億Z,430万2干円〕
549籘2,剞Z万5千円

〔99.9〕

90.5

〔5億5,198万7干円〕

513億629万4千円

〔96.0〕

図.6

〇収入額が支出額に

不足する額は、内

部留保資金で 裲て

んします。

企業会計予算の執行状況

水

道

事

業

会

計

収益 的収入

収益 的支出

資本的収入

資本的 支出

その他75億8,398万1干円

(6脆91171 万円)一

２

病

院

事

業

会

計

収益的収入

収益的支出

資 本的 収入

資本的支出

３

地
方
債
の
現
在
高

市
の
財
産
に
は

、
土
地
や

建
物

の
ほ
か
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

資
金
を
積
み
立
て
た
り
、
定
額
の

‘資
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
け
た

基
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

主
な
財
産
の
現
在
高
は
、
表
５

の
と
お
り
で
す
。

市
有
財
産
の
現
在
高

一
世
帯
当
た
り
に
換
算
し
た
も
の

は
、
表
４
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

市
税
の
住
民
負

担
状
況

皆
さ
ん
に

ご
負
担
い
た
だ
い
た

市
税
を
市
民
一
人
当
た
り
、
ま
た
、

土 事

地

区 業

画会

整

理 計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的 支出

予算現額

収入済額

または

支出 済額



市税の住民負担状況

区　　　 分 一世帯当たり 一人当たり

市　　 民　　 税 237,343円 89,155円

固 定 資 産 税 103,336円 38,817円

都 市 計 画 税 19,623円 7,371円

そ　　 の　　 他 21,339円 8,016円

合　　　　　　計 381,641円 143,359円

市有財産の現在高

１　基　金

①財政調整基金　　　　　　　　　　　　　　　62 億3,663万8干円

②国民年金ED紙購入基金　　　　　　　　　　　　　　　850 万円

③土地開発基金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48 億円

④学童災害共済基金　　　　　　　　　　　　　　　1,808 万8千円

⑤松本清奨学基金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,000 万円

⑥高額療養費貸付基金　　　　　　　　　　　　　　　1,500 万円

⑦国民健康保険事業財政調整基金　　　　　　　　　7億8,000万円

⑧福祉基金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1億8,660万円

⑨美術品等取得基金　　　　　　　　　　　　　　　4 億1,000万円

⑩白井聖地公園基金　　　　　　　　　　　　　　　4,218 万6干円

⑪文化施設建設基金　　　　　　　　　　　　　1億2,288万4千円

⑫市債管理基金　　　　　　　　　　　　　　　　　9億7,500万円

⑬平和基金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1億円

２　有価証券および出資による権利　　　　　　　20 億9,971万2干円

３　土地および建物

①土地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,872,270.71m2

(う ち土地開発基金　5,607.03m')

②建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　847,033.39rTT

4　 車両　　　　　　　 総台数　423台

①乗用車　　　　　　　　　　　28 台

②貨物車　　　　　　　　　　 122 台

③消防車　　　　　　　　　　　73 台

④救急車　　　　　　　　　　　11 台

⑤軽自動車　　　　　　　　　 100台

⑥その他　　　　　　　　　　　89 台

競輪事業収益金の使途状況

区　分 金　　　 額

民生費 １億円

土木費 ４億６千万円

教育費 １億円

合　 計 ６億６千万円

平成６年３月31日現在

人口　454,832 人

世帯　170,853世帯

面積　61.33　ｋ㎡

情報

チャンネル

ジャズ体操
フェスティバル

参加グループ
募　集

募
集
し
ま
す

千

葉

県

技

術

・
市

場

交

流

プ

ラ

ザ
参

加

者

募

集

交
流
プ
ラ

ザ
は
、
分
野
の
異
な

る
中
小
企
業
が
技
術
や
経
験
・
意

見
な
ど
を
交
換
す
る
場
で

す
。

県
外
の
企
業
と
の
交
流
の
場

も

あ
り
ま

す
。

対
象
県
内
中
小
企
業
者
（
製
造

業
・
流
通
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
）

定
員
先
着
三
十
人
　

費
用
原
則
と

し
て

無
料

圃一
６

月
3
0日
困
ま
で
に

、
所
定
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
日
1
0

月
2
3
日

㈲
　

会

場
市

民

会
館

対
象
６
月
3
0日
團
午
後
１

時
3
0

分
か
ら
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
で

行

わ
れ
る
運
営
委
員
会
に
代
表

者
が
参
加
で

き
、
役
割
分
担
に

協
力
で
き
る
先
着
二
十
五
団
体

程
度
匣
６

凡
６

日
囲

午
前
９

時
か

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
健
康

増
進
セ
ン
タ

ー
（
昔
6
8
1
1
8

1
4

慂

へ

書
類
で

〒
2
6
0
1
9
1

千
葉
市
中
央
区

市
場
町
一
－

一
千

葉
県
商
工

労
働

部
工

業
課

指

導

係
（
昔
0
4
3
－
2
2
3

1
2
7
2
5

番
）
へ

保
健
衛
生

三

歳

児

健

康

診

査

６
月
７
日
・
1
4日
・
2
1日
・
2
8

日
の
各
火
曜
日
　

会
揚
松
戸
保
健

所
　

対
象
平
成
３

年
２

月
生
ま
れ

の
幼
児

米
該
当
者
で

通
知
が
届
か
な
い
場

合
は
、
ハ
ガ
キ
に
左
記
要
領
を

記
入
し
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ

い
。

閲
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
昔
6
1

－
2
1
2
1

番

ハガキ記入要領

千

葉
「
腎

炎
・
ネ

フ

ロ

ー
ゼ

児
」

を

守

る
会

県

大

会

『
腎

臓

病

の

療

養

に

つ

い
て

学

ぼ

う
』

６

月
1
8日

出

午
後
１

時
か

ら

会
場
千

葉

市
民

会
館
小

ホ

ー
ル

内
容
第
一
部

―
体
験
発
表
ほ
か
、

第
二
部
＝
「
腎
臓
病
の
療
養
に
つ

い
て
語
り
合
お
う
」
国
立
療
養
所

千

葉
東
病
院
小
児
科
医
長
・

倉
山

英
昭
氏

閲
田

辺
昔
0
4
7
5
－
2
2－
0
7

0
7

番サ
ー
ク
ル

松

戸

太

極

拳
同

好

会

毎
週
①
水
曜
日
午
後
７
時
～
９

時

②
土
曜
日

午
前
1
0時
～
正
午

③

日
曜
日
午
後
６
時
～
８

時
　
会
揚

①
運
動
公

園
武
道
館
②
常
盤
平
体

育
館

③
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

固

高
科
昔
6
2－
6
0
8
0

番

常

盤

平

女

声

合

唱

団

毎
週
火
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　

費

用
月
三
千
円
（
入

会
金
千
円
）

閲
岩
佐
登
8
8－
4
3
7
9

番

健

友

会

（

健

康

体

操

）

毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
～
４
時

3
0分
　

会
場
運
動
公
園
小

体
育
室

対
象
女
性
　

費
用
月
二
千
円
（
入

会
金
五
百
円
）

固
斎
藤
昔
4
2－
8
0
8
8

番

シ

ル

バ

ー

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

毎
月
第
一
～
第
三
月
曜
日
午
前

1
0時
1
5分
工

１１
時
4
5分
　

会
場
小

金
原
体
育
館
和
室
　
対
象
中
高
年

の
人
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千

円
）

閲
樋
浦
音
4
4－
5
6
2
6

番

新

松

戸

吟

道

会

毎
週

①
土
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午
と
午
後
７

時
～
９
時

②
水
曜
日

午
後
１
時
～
３

時
　
会
場

①
新
松

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
②
青
少
年
会
館

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

閲
塩
井
容
4
4－
9
1
9
6

番

松

戸

児

童

合

唱
団

毎
週
日

曜
日
午
後
２

時
～
５

時

ま
た
は
土

曜
日
午
後
３

時
～
６

時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
月
三
千
円

入

会
金
二
千
円
）

閲
寺
島

一`
6
5
－
8
9
9
8

番

児

童

の

健

全

育

成

を

目

指

す

学

生

集
団

か

っ

ぱ

組

活
動
年
三
回
　

内
容
地
域
の
小

学
生
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
　
対
象
中
学
～
大
学
・
専
門
学

校
生
　
費
用
年
百
二
十
円

醋一
相
田

登
4
4
1
5
8
3
9
番

松
戸

文
化
講

座
書
道

サ
ー
ク

ル

毎
月
第
一
第
三
金
曜
日
午
後

Ｉ
時
～
３

時
　

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
三
千
円
（
入

会
金
な
し
）

閲
大
貫
登
8
6－
6
6
1
1

番

大

正

琴

サ

ー

ク

ル

ユ

ー

カ

リ

の

会毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
５

時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費

用
月
三
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

問
武
田
昔
4
5－
0
3
0
5

番

森のホール21　チケットセンター
室内楽シリーズコンサートＶＯＬ１

容84－5050番

営業時間　午前10時～午後４時

(月曜日は休館)

※電話での予約はできません。

新 ヴ ィ ヴ ァ ル デ ィ 合 奏 団

協奏曲の歴史をたどつて

６月18 日(土)午後 ２時開演

会場　 森のホール21　 小 ホール

費用　3,000 円( 全自由 席)

’
9
4
松
戸
ジ
ャ
ズ
＆
ワ
ー
ル
ド

ミ
ユ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ご存じ、尾上菊五郎が松戸初舞台

松 竹 大 歌 舞 伎

「屋敷娘」「芝浜革財布」「太刀盗人」

７月３日（日）午後 １時･ ５時開演

会場　 森 のホール21　 大ホー ル

費用　S/5,000 円　 Ａ /4,000円

B/3,000 円　 学生席/1,500 円

８月19 日洳午後６時開演

会場　森のホール21　大ホール

費用　 Ｓ/4,000円 Ａ/3,000 円

出演　日野皓正・ 向井滋春十

大西順子スーパーセッション・

ヒダノ修一松戸邦楽セッション

本日発売( 午前10時から)

ステージサーカスを夏休みの思い出に…

レ ニ ン グ ラ ー ド サ ー カ ス

７ 月24 日(日)午後Ｏ時30分･ ４時開演

会場　森のホール21　大ホール

費用　S ／3,000 円　 Ａ／2,000 円

一時借入金の

現在高なし

４

５

６ 地方債の現在高

ち

び

っ

こ

柔

道

教

室

毎
週
日

曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

と
水
曜
日

午
後
５

時
3
0分
～
７
時

3
0分
　

会
場
松
戸
警
察
署
柔
道
場

対
象
幼
稚
園
児
か
ら
小

学
生
　
費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

閲
岡
部
公
6
2
1
1
5
5
0
番

日野皓正

チケットガイド



女

性

セ

ン

タ

ー
　

６

月

の

セ

ミ

ナ

ー
『
本

音

で

語

ろ

う
、
女

と
男
』
―
女
の
不
満
、
男
の
戸

惑
い
（
現
代
結
婚
事
情
）
―

６

月
2
2日
南
午
後
６
時
3
0分
～

９

時
＝
日

本
青
年
館
結
婚
相
談
所

所
長
・
板
本
洋
子
氏
に
よ
る
講
演
、

６
月
2
9日
困
午
後
６

時
3
0分
～
９

時
＝
テ

ー
マ
を
持
ち
寄
り

、
フ
リ

ー
ト

ー
ク
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

対
象
松
戸
市
在
住
・
在
学
・
在
勤

の

二

十
歳
以

上
の

男
女

三
十
人

費
用
五
百
円

匣
６
月
1
5日
南
ま
で
に
、電
話
ま
た

は
ハ
ガ
キ
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
）
で
、
〒
2
7
1
松

戸
市
本
町
一
四
－

一
〇
女
性
セ
ン

タ
ー
「
セ
ミ
ナ
ー
」
係
（
昔
6
2－
5

6
9
5

番
）
へ

※タイトルが色刷りのものは、

市の主催です。

キ

ャ

ン

パ

ス

リ

ー

ダ

ー

養

成

講

座

６

月
2
5日
出
～
2
7日

㈲
〔
二
泊

三
日
〕
　

会
場
県
立
流
山
青
年
の

家
　

内
容
講
演
「
秋
の
文
化
祭
を

楽
し
く
演
出
し
よ
う
」
ほ
か
　

対

象
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生

貧

用
四
千
二
百
円

圀
県
立
流
山
青
年
の
家
登
０
４
７

－
－
5
9－
2
0
0
4

番

よ

こ

す

か

ウ

ィ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル
コ

ン

サ

ー

ト

６
月
1
2日
収
午
後
３
時
開
演

会
場
市
民
会
館
　

費
用
無
料
　

曲

目
ア
ル
ル
の
女
ほ

か

閲
渋
谷

昔
0
4
7
1
－
9
1－
1
1

5
2
番

松

戸

山

草

会

展

示

会

６

月
５
日
㈲
午
前
９

時
～
午
後

４

時
　

会
場
五
香
公
会
堂
　
費
用

無
料
（
即

売
も
行
い
ま
す
）

固
杉
山
昔
8
6
1
9
4
1
6
番

性

教

育

セ

ミ

ナ

ー
講

演

会

６
月
1
7日
窗
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
市
民
会
館
　
内
容
①
思
春
期

の
男
女
の
性
②
家
庭
に
お
け
る
性

教
育
　
講
師
①
東
峯
婦
人
ク
リ
ニ

ッ

ク
院
長
・
松
峯

寿
美
氏
②
木
更

津
研
修
セ
ン

タ
ー
所
長
・
永
島
優

美
子
氏
　

費
用

無
料

閲
小
金
保
健
セ
ン

タ
ー
内
小
金
方

面
保
健
室
音
4
6－
5
6
0
1

番

盆

踊

り

講

習

会

６
月
1
8日
出
・
2
5日
出
、
午
後

７

時
か
ら
　

会
場
市
民
会
館
　

費

用
無
料
　
曲
目
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
音
頭
」
ほ

か

問
松
戸
民
踊
愛
好
会
・
川
島
昔
6
2

1
6
9
5
7

番

講
座
・
講
演

車

い

す

使

用

者

の

た

め

の

交
通

法

規

講

習

会

６

月
1
9日
㈲
午
後
１
時
か
ら

会
場

総
合
福
祉
会
館
二
階
会
議
室

羝
一
般
の

方
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

醴
松
戸
市
身
障
運
転
者
協
会
・
松

井
容
4
2－
0
7
3
9

番

楽

し

い

ク

ッ

キ

ン

グ

教

室

「
簡

単

に

で

き

る

お
惣

菜

を

皆

で

楽

し

く

作

つ

て

み

ま

せ

ん

か

」

６

月
2
1日
㈹
午
前
1
0時
～
午
後

１

時
　
会
揚
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー

対
象
六
十
歳
以

上
の
人
（
男
性
歓

迎
）
・
先
着
三
十
人
　

費
用
無
料

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

布
き
ん
・
筆
記
用

具

圉
電
話
で

、
健
康
管
理
課
松
戸
方

面
保
健
室

昔
6
6
1
7
4
8
9
番
へ

文
部

省

認

定

社

会

通

信

教

育

地

方

受

講

者
研

究

集

会

６

月
1
9日
㈲
午
前
９
時
3
0分
～

午
後
４

時
　
会
揚
県
立
千
葉
女
子

高
等
学
校
（
Ｊ
Ｒ
稲
毛
駅
か
ら
徒

歩
十
三
分
）
　
対
象
文
部
省
認
定

社
会
通
信
教
育
受
講
者
お
よ
び
受

講
希
望
者
　
内
容
講
演
と
課
程
別

の
面
接
指
導
　
費
用
無
料
（
課
程

に
よ
り
教
材
費
負
担
あ
り
）

固
千
葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
振

興
課
容
0
4
3
1
2
2
3

－
4
0
7
3

番

平

成

６

年

度

東

葛

飾

地

域

福

祉

フ
ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

６
月
1
5日
困

午
前
1
0時
～
午
後

３

時
　
会
場
Ｊ
Ｒ
柏
駅
東
ロ

デ
ッ

キ
　

内
容
展
示
コ

ー
ナ
ー
・

体
験

コ

ー
ナ

ー
・
相
談
コ

ー
ナ
ー
な
ど

閲
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
公
6
1

－
4
0
7
7

番

劇

団

は

て

な

公

演

「
ト

モ

キ

チ

の

な

ん

で

も

玉

手

箱

」

６
月
1
5日
團

午
前
幵一
時
～
正
午

と
午
後
２
時
～
３

時
　
会
場
新
松

戸
幼
稚
園
　

費
用
八
百
円
（
三
歳

以
上
）
　
内
容

腹
話
術
・
人
形
劇

筒
松
戸
北
子
ど
も
劇
場

一`
4
7－4

4
4
6

番

喜

楽

家

ボ

ロ

市
（

小

バ

ザ

ー

）

６

月
1
2日
㈲
正
午
～

午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園
（
雨
天
の
場

心

壥
决

家
）

閲
喜
楽
家
昔
4
4
1
9
9
5
1
番（
月

・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後

５
時
）

催

し

物

「
ハ
ー
プ
の
香
る
お
菓
子
た

ち

」６
月
1
9
日
旧
午
前
…
一
時
～
午
後

４

時
3
0
分
　

会

場

常

盤
平

市

民

セ

ン
タ
ー
　
費
用
無
料
内
容
ハ
ー

プ
の
展
示
等
（
午
前
１
１
一
時
と
午
後

３
時
か
ら
、
ハ
ー
プ
を
使
っ
た
ケ

ー
キ

の

講

習

会
も

行
い

ま

す

）

閲

ラ

ベ
ン

ダ

ー
ク
ラ

ブ

・
近

藤

音

8
5
1
4
0
0

″り
番

再

生

自

転

車

を

販

売

し

ま

す

受
付
６

月
1
7
日

窗
午

前
９

時

～
午
後
３

時
と
、
1
8日
出
午
前
９

時
Ａ

Ｈ
時
　

抽
選
６

月
1
8日
出
午

前
Ｈ
時
か
ら
　
会
場
生
き
が
い
福

祉
セ
ン

タ

ー

（
金

ヶ
作

二
七

七

－

四
）
販
売
台
数
四
十
台
　
価
格

七
千
円
～
一
万
一
千
円
　
交
通
五

香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス

「
小

新
山
」
行
き
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」

行
き
で
、
新
栄
町
入
口
下
車
（
五

香
駅
発
午
前
９

時
3
1分
・
4
5分

、

1
0時
2
1分
か
あ
り
ま
す
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

。

車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
を
。

閲
囲
松
戸
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン

タ
1
8
8
4－
3
1
9
1

番

初

心

者

奇

術

講

習

会

６

月
1
2
日
～
2
6
日

の

毎
週
日

曜
日

（

全
三

回
）
、
午

後
１

時

～

４

時
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
　

費

用
三
千
円
（
教
材
費
）

閲
松
戸
奇
術
会
・

岩
田
容
6
2－
2

7
1
5

番

人
形

劇

団

ひ

と

み

座

公

演

「

あ

ま

ん

じ

や
く

と

う

り

こ

ひ

め

・

牛

方

と

山

ん

ば

」

６
月
2
6日
聡
午
後
１
時
～
２

時

2
0分
と
午
後
４

時
～
５

時
2
0分

会
場

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

千
円
（
三
歳
以
占

閲
松
戸
北
子
ど
も
劇
場

昔
4
7－
4

4
4
6

番

心

身

障

害

児

巡

回

相

談

７
月
2
9日
窗
午
前
1
0時
～
午
後

３

時
　
会
場
中

部
小
付
属
幼
稚
園

内
容

①
就
学
に
関
す
る
相
談
②
教

育
や
保
育
に
関
す
る
相
談
③
障
害

を
改
善
・
克
服

す
る
た
め
の
養
育

の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
相
談
な

ど
　

費
用
無
料

匣
６
月
2
2日
圉
ま
で
に
、
電
話
で

教

育
研

究
所
昔
6
6－
7
4
6
1

番
へ

と

も
し

び

読

書

会

６

月
1
6囗
困

午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
　
テ
キ
ス
ト

新
田

次
郎
著
「
山
が
見
て
い
た
」

費
用
七
百
円
（
初
回
は
無
料
）

問
衣
川

昔
0
4
7
1
－
4
5－
6
8

9
1
番

生

涯

学

習

講

座

「

上

手

な

家

計

の

や

り

く

り

」

６

月
１９
一
日

㈲

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午
　

会
揚

稔

台

市
民

セ

ン

タ

ー

費
用

無

料

閤
一
倫

理

研
究

所

東
葛

支

所

・

齊

藤

登
6
7
j
5
9
6
0

番

お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン
公

演

期　日 会　　　場 対　象 時　　間 形　　態

6/15冰） 図書館本館

３歳
Ｓ

９歳
くらい

午後3 時

～4 時

おはなし会

16困 八ヶ崎市民センター

キャラバン
17圀 松飛台市民センター

23附 総合福祉会館

24刪 東部スポーツパーク

※でんわおはなしキャラバン　さアアー000(〕番

費
用
無
料

酪
市
立
図
書
館
昔
6
5－
5
1
1
5

番キ

ャ

ラ

バ

ン

の

お

は

な
し

ま

つ

り６

月
1
8日
出
午
後
１
時
～
４

時

会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1レ
セ
プ
シ
ョ

ン

ホ
ー
ル
　

内
容
絵
本
の
見
せ

語

り
・
紙
芝
居
・
人
形
劇
の
実
演
コ

ー
ナ

ー
な
ど
　

費
用

無
料

固
剛
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ

ン
昔
4
4－
3
0
3
7

番

環境美化行動の日

（６月５日）

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

大

ホ

｜

ル

期日 内容 開演時間 問い合わせ先

6 /12(日) 県民の日コンサート 14:00 県教育委員会文化課き043－223－4127番

17廊 さだまさしｺﾝｻｰﾄﾂアーアクト21　☆ 18:00 文化放送ちけつとぽ-と魯03-3357－悍1番

恨日）
エ イズと難病撲 滅チャリ ティ

～講演と映画 の集い ～　　　　　 ☆

13:30
18:00

創友会f187－0811番

23困 鼓童演奏会　　　　　　　　　 ☆ 18:30 東京音協豐63－4374番

７／１廊 ザ・ベンチャーズ・ジャパンツアー☆ 18:30 民音昔46－9888番

３(日) 松竹大 歌舞伎 公演　　　　　　　 ☆
13:C)0
17:00

諾松戸市文化振興財団き84－5050番

小

ホ

｜

ル

6/11 圉 フアミリーのための名曲コンサート☆ 19:00 魴松戸市文化振興財団昔84－505(}番

悒日） ピアノ発表会 13:30 佐藤f145－2431番

15困 たんぽぽの会リドルゴンサード 13:30 たんぽぽの会昔0471 一93－2512 番

18出 新ヴィヴフフルディ合奏団演奏 会　☆ 14:00 刻松戸市文化振興財団昔84－5CX50番

19(日) 馬橋ピアノスクール発表会 13:O(〕 馬橋ピ アノスク ールf188－0268 番

25倒 立川談志独演会　　　　　　　 ☆ 18:00 諾松戸市文化振|真!財団f184－5050番

26(日) 常盤平学園音楽教室発表会 11:00 岩田登85－9077番

29伽 民 謡定席20人会コンサート　　　 ☆ 18:30 民謡定席20人会f185－8715番

７／２出 金沢バレエスタジオ発表会 15:00 金沢裕子ﾊﾞﾚｴｻｰｸﾙf103-3464 一倪 播

３(日) ピアノ発表会 14:30 恩田豊47－8975番

※月曜日は休館。☆のついている催し物は有料です。

凹 市民 劇場豐68－0070 番

※
月
曜
日
は
休
館

３
日

７
／
２
圉
2
8㈲
2
6日
2
5出
2
4廁
1
9日
1
6困
1
4国
1
2日
1
1圉

６
／
５
日

期
　
日

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
☆

ピ
ア
ノ
発
表
会

吉
敷
ギ
タ
ー
教
室
発
表
会

ア
ー
リ
ー
サ
マ

ー
コ
ン
サ
ー
ト

剣
詩
舞
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

御
書
講
義

「
日
本
舞
踊
」
家
元
襲
名
披
露

東
京
電
機
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

慧
松
会
民
踊
発
表
会

内
　
　
容

1
3一
鬧
一

1
5一
3
0

1
9一
回
一

1
3一
ｍ
Ｊ

憫
一
ｍ
ｗ

1
7一
3
0

1
0一
3
0

1
8一
2
0

1
9一
0
0

1
0一
3
0

1
7一
3
0

９
一
3
0

開
演
時
間

‐

－

・

森
の
ホ
ー
ル
2
1

市民 劇 場

情　報

チャンネル

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝



初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

７

月
２
日
～
９
月
2
4日
の

毎
週

土
曜
日
、
午
前
８

時
～
９
時
4
5分

会
揚
中
央
公
園
庭
球
場
　

対
象
市

内
在
住
・
在
勤
の
初
心
者
・
七
十

人
（
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は

抽

選
）
　

費
用
九
予
円

（
保
険
料
を

含
む
）

圃
６
月
1
5
日
伽
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・

返

信
用
宛
名
を
記
入
し
て
〒
2
7
0
松

戸
北
郵
便
局
私
書
箱

こ
一
号
松
戸

市
テ
ニ
ス

協
会
へ

閲
平
木
容
4
8－
6
7
8
4

番

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会６

月
1
8
日
出

午
後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
青
少
年
会
館

樋
野
口
分
館
　

費
用
無
料
　
対

象

高
校
生
以
上
の
人
・
先
着
二

十
人

（
三
十
歳
未
満
の
人

優
先
）

惠
電
話
で

青
少
年
会
館
本
館
音
4
4

1
8

’ｈり［
Ｄ（
ｈ
）番
へ

太
極
拳
・
講
演
と
演
舞
「
楊

名

時

、

太

極

気

功

の

心

」

６
月
1
9日
㈲
午
後
１
時
3
0分
～

４
時
3
0分
　

会
揚
森
の
ホ

ー
ル
2
1

講
師
大
東
文
化
大
学
教
授
・
楊
名

時
氏
　

費
用
無
料

圀
松
戸
太
極
拳
同
好
会
・

高
科
を

6
2
1″Ｏ
Ｏ
（
り
Ｏ
番

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

大

会

６
月
2
6日
面

午
前
1
0時
～

午
後

４

時
　
会
場
常
盤
平
体
育
館
　
対

象
五
～
七
人
で

編
成
さ
れ
た
チ

ー

ム

費
用

一
チ

ー
ム
千
円

毘
６

月
1
2日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で

イ
ン

デ
ィ
ア
カ
連
盟
・
原
島
き
9
2

1
Q
り９
】冖０（
χ
）番
へ

ス
ポ
ー
ツ

市

内

高

等

学

校

親

善

野

球

大

会
６

月

１１
一
日

出

午

前
1
0
時

か
ら

、

1
2日

収

・
1
5
日

團

午

前

９

時

か

ら

〔
雨

天

順

延

〕
　

会

場

運

動
公

園

野

球

場
　

費
用

入

場

無

料
　

内

容

市

内

高
等

学

校

九
校

に

よ

る
ト

ー
ナ

メ

ン

ト

試

合

固

松

戸

市
体

育

協

会

昔
6
9－
2
0

3
0

番

万里の長城中国

健

康

で

明

る

い

県

民

づ

く

り

運

動

・

第

十

三

回

松

戸

市

健

康

・

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

６

月
1
1
1
1

一
日

出
午

後

１

時

～
４

時

3
0分
　

会

場

運
動

公

園

体

育

館

内

容

健

康

・

体

力
づ

く

り

を

行
っ

て

い

る

グ
ル

ー

プ
の

実

技

発

表

※
上

履

き

を

ご

持
参

く

だ

さ
い

。

閲
ス

ポ

ー
ツ

課

昔
6
3－
9
2
4
1

番
万
里
の
長
城
は
、

シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
北
方
沿
い
を
ぬ
う
大
城
壁
。

今

か
ら
約
二
千
五
色
年
前
の
周
の

時
代
に
、
北
方
の
遊
牧
民
族
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
に
築
い
た
の
が
最

初
で
、
月
か
ら
見
え
る
唯
一
の
建

造
物
だ
と
か
。

気
が
遠
く
な
り
そ
う
な
長
さ
と

レ
ン
ガ
の
数
に
、
驚
き
と
感
動
を

覚
え
な
が
ら
、
勾
配
四
十
度
の
険

し
い
城
壁
を
登
っ
て

い
く
と
、
築

い
た
軍
兵
や
農
民
の
苦
労
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

９
月
に
ま
た
桂
林
へ
行
く
予
定
、

大
好
き
な
広
い
大
地
と
や
さ
し
い

人
の
心
に
逢
い
に
…

あ
な
た
の
旅
の
思

い
出
を
、
写
真
に
百
五

十
字
程
度
の
文
章
を
添
え
て
広
報
課
へ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
タ
ー

ゲ

ッ

ト

バ

ー

ド

ゴ

ル

フ

教

室

６

月
1
1
1
1

一
日

出

午

前
９

時

～
正

午

会
揚

八

ヶ

崎

第
二

小

学

校
　

費
用

無
料

匣

当

日

会

場
で

閲

体

育

指

導

委

員

・
吉

村

昔
4
1

1
3
3
2
3

番

＼ 日　 時 会　　楊 定　員 費 用

男
子
の
部

7/11( 月)

午前7 時30分から

常陽ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部

( 茨城県 伊奈町)
先着200人

4,000円

(グリーン費

等自己負担)女
子
の部

７／７困

午前８時から

藤代ゴルフ倶楽部

( 茨城県藤代町)
先着80人

画6/12 旧)午前9時から､矗接松戸市体育協会事務局(運動公園ｽﾎﾟｰﾂ課内)へ

醴松戸市アマチユアゴルフ協会・小林さ肪－4838番

※
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
は
一
組
ま
で

初

心

者

カ

ヌ

ー

一

日

講

習

会

６
月
匐
日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

３

時
　
会
場
江
戸
川
（
古
ヶ
崎
地

先
）
　
参
加
資
格
十
三
歳
～
七
十

歳
の

健

康
で
、

多
少

泳
げ
る

人

費
用
五
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

圃
６
月
2
0
日
側
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
生

年
月
日
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸

市
小

金
原
三

―
一
八
－

二
二

―
三

〇
三
岡
田
威
夫
（
昔
4
2－
9
4
3

9
番
）
へ

※
受
け
付
け
後
、
案
内

書
を
郵
送

し
ま
す
。

スポーツ教室

教 室 名 日　　時 会　　楊 間い合わせ

グラウンド・ゴルフ

教室

6/12(日)
午前９時～正午

新松戸西小学校
校庭

体育指導委員
木下酋45－3429番

6/12(日)
午前9時～午後1時

栗ヶ沢小学校
校庭

体育指導委員

松丸昔43－6608番

ラージボール卓球

教室

6/1 繝･2 憫･28 ㈲

各回とも午後7時~9時
※定員各回30人

大橋小学校
体育館

体育指導委員

松戸萱91－3003番

6/19(日)

午前９時～正午

新松戸西小学校

体育館

体育指導委員

香川昔43－5580番

ソフト バレーボー

ル教室

6/19(日)

午前９時～正午

新松戸北小学校

体育館

体育指導委員

小林f145－3685番

インディアカ教室
6/19(日)

午前９時～正午

新松戸西小学校

体育館

体育指導委員
梶野さ42－2602番

軽 スポーツ 教室

(グラウンド･ｺﾞﾙﾌ､ イン

ディアカ、ソフトバレー)

6/19(日)

午前8時30分～正午

上本郷第二
小学校

体育指導委員
村松昔64－2927番

気

功

講

習

会

６
月
2
1日
～
７

月
1
2日
の
毎
週

火
曜
日

、
午
前
1
0時
～
‥Ｈ
時
4
0分

会
場

運
動
公
園
ほ
か

定
員

二
十

五
人

費
用

三
千
八
百
円

圉
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0

松
戸
市
牧
の
原
四
三
五
－

一
―
一

－

九
－

八
〇
六
常
盤
平
気
功
会
・

鈴
木
弘
子
（
登
8
4－
4
5
5
9

番
、

午
後
２

時
～
４
時
の
間
）
へ

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

惠当日会場で　 費用無料

夏

季

市

民

野

球

大

会

参

加

申

し

込

み

を

受

け
付

け

ま

す

主
将
会
議
６

月
1
8日
出
午
後
５

時
～

６

時
　

会
揚

運
動

公
園

武

道

館
会

議
室
　

参

加
資

格
・

費

用
①
春
季
市
民
大
会
一
回
戦
敗
退

チ

ー
ム
＝

一
万
二
千
円
（
参
加
し

た
チ

ー
ム

も
可
）
②
新
規
参
加
チ

ー
ム
＝

一
万
七
千
円

匣
費
用
持
参
の
う
え
主
将
会

議
で

閲
松
戸
市
野
球
協
会
・
高
野
昔
4
1

－
9
6
4
3

番

◆テレホン案内サービス…………酋66－0010番
平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………S68 －3756番
衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……酋65－3430番

衛生会館内・午後８時～11時

戸　定

歴史館

醴市民 会館登68－1237 番
凹戸 定歴史 館

昔62－ 瓩 旛
固文化ホール
昔67－7810番

圃社 会教育課市民文

化係昔66－Z462 番
閲 市立↑専物館酋84－8181 番醴パークセンタ ー昔45－8900 番

※
月
曜
日
は
休
館
　
入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

入
館
料
…
大
人
6
0
円
・
高
大
学
生
4
0
円
・
小
中
学
生
2
0
円

７
／
３
旧

ま
で 期

　

間

松
戸
の
明
治
Ⅱ

―
徳
川
昭
武
撮
影
の
写
真
に
明
治
の
原
像
を
訪
ね
ま
す
―

内
　
　

容

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

2
1関
～
７
／
３
旧

1
0廊
～
幻
日

８
困
～
1
7鬧

６
／
５
日
ま
で

期
　
間

第
2
9回
松
戸
市
美
術
展
覧
会

青
い
鳥
こ
ど
も
美
術
館

第
1
4回
松
戸
・
東
葛
地
区
高
校
美
術
展

花
道
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
フ

ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
関
口
社
中

内
　
　
容

西 東
期
間

東
葛
陶
芸
教
室

生
徒
作
品
展

プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
・
布
花

作
品
展
６
／
1
0廊
ま
で

蘭
寿
会
展
（
ペ
ン
習
字
）

土
曜
ス
ケ
ッ
チ
会

作
品
展 1
1印
～
2
4脚

小
金
原
写
友
会

作
品
展

井
上
忠
司

野
鳥
の
イ
ラ
ス
ト
展

2
5山
Ｓ
７
／
３
日

※
月
曜
日
（
祝
日
に

あ
た
る
と
き
は
翌
日

）・
第
四
金

曜
日

は
休
館
。
2
0日

月
～
2
7日

回
は
く
ん
蒸
の
た
め

休
館
。

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
Ｓ
午
暖
４
時
3
0
分

観
覧
料
…
一
般
3

１
円

・
高
大
学
生
1
5円

・
小
中
学

生
1
0
0
円

６
／
1
9日
ま
で

６
／
3
0困
ま
で

午
後
１
時
・
３
時
か
ら
6
0分

間
（
土
・
日
・
祝
日
は
午
前

1
1時
か
ら
も
上
映
）

期
　
間

国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
市
内
の

幸
田
貝

塚

出
土
品
二
百
六
十
六

点
の

う
ち
、
土
器
六

点
を
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に

展
示
し
て
い
ま
す

。

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「
大

英
博
物
館
／
ギ
リ
シ

ヤ
の

美
」（
観

覧
無

料
）
※
７
／

１
贈
か
ら
は
「
至

芸
／

阿

波
踊
り
」

を
上
映
し

ま
す
（
上
映
時
間
3
0分
間

）
。

内
　
　
容

※
月
曜
日
は
休
館
　
入
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分

物し催 示展

時
間
…
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
　
定
員
…
先
着
二
十
五
人
　
費
用
…
無
料

圃
当
日

会
場
で
（
雨
天
中
止
）

６
／
５
臼

・
″
川
出
・
2
6日

７

／
２
出

・
３
臼

６
／
５
日
・
1
1山
・
1
2日

1
9日
、
７
／
３
日

６
／
８
伽
～
1
2日

1
5團
～
1
9日

2
2困
～
2
6日

2
9團
～
７
／
３
剛

期
　
　
問

野
鳥

観
察
教
室

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

野
外
昆
虫

教
室

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
松
葉
光
豊
氏

「
納
涼

盆
栽
展
」
㈲
日
本

盆
栽
協
会
松
戸
支
部

「
公
園
の
詩
季
展
―
森
の
仲
間
と
道
化
師
た
ち
―
」
企
画
展

「
身
近
な

帰
化

植
物
展
」
川

端
祥
子
氏

「
雑
木
林

を
描

く
油
絵
展
」
矢

代
ち
と
せ
氏

内
　
　
容

21世紀の森と広場

パークセンター
市立博物館 市民 会 館

松
戸
市
民
ゴ
ル
フ
競
技
大
会

文化ホール

ギャラリー

松戸駅市民

ギャラリー

ア
ル
バ
ム

旅
の

稔
台

北
原
美
枝
子
さ
ん

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

７
／
３
日
2
6日
2
5田
1
9日
1
2印
1
1出
７
㈲

６
／
５
臼

期
　
日

万
作
踊
り
お
さ
ら
い
会

松
戸
市
合
唱
連
盟
　
合
唱
交
歓
会

ホ
セ
・
コ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
＆
ダ
ン
シ
ン
グ
・
タ
ン
ゴ
☆

立
詩
吟
舞
踊
愛
好
会
3
5周
年
公
演

小
金
高
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
　
第
1
0回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

観
劇
「
藤
代
清
治
と
ジ
ユ
ヌ
パ
ン
ト
ル
銀
河
鉄
道
の
夜
」
☆

家
庭
教
育
学
級
合
同
開
級
式
　
記
念
講
演
会

正
常
分
子
栄
養
学
講
演
会
☆

内
　
　
容

1
0一
0
0

1
2一
0
0

1
5一
0
0

1
0一
Ｍ
Ｊ

1
5一
0
0

1
3一
3
0

1
6一
3
0

1
2一
鬧一

1
2一
0
0

開
演
時
間



ま
つ
ど
歴
史
点
描

高城胤辰（だねとき）・胤則（たねのり）父子は戦国時代

の後半（16世紀）、豊臣秀吉に滅ぼされるまで東葛飾地域を

支配していた最 も有力な武将でした。写真の資料は鳥城氏

の本拠地、小金城（現在の大谷口など）の発掘で出土した

ものです。

銅銭が溶けてかわらけ（素焼 きの盃）の上 に付着した大

変珍しい遺物です（写真上）。城跡からは銅製の鉄砲玉も見

つかっているところから（写真下 ４点）、あるいは急いで武

器を整える必要に迫られていたのかも知れません。

（市立博物館）

松戸４Ｈクラブが

全国農業新聞賞を受賞

受賞を喜ぶ会長の小川和彦さん(左)

と 前会長の恩田教行さん(右)

ガス灯が夜を
やさしく照らします

昔懐かしいガス灯が道行く人の目を楽しませ

ています。このガス灯は京葉ガス㈱が、待ち合

わせ、憩いの場所にと、市役所そばの松戸サー

ビスセンター前に設置した５灯式のものです。

市内にはほかに常盤平サービスショップ前にも

１灯式のものがあります。点灯は日没に、消灯

式のものがあります。点灯は日没に、消灯は午

後10時にセットされ、自動で行います。

ガス灯であることは、まだあまり知られてい

ませんが、橙（だいたい）色の炎が灯る青銅製

のガス灯はロマンチックな雰囲気を醸し出して

います。

電気の普及に伴い、姿を消してしまったガス

灯ですが、その灯は、やさしさと落ち着きを持

って、今日もほんのりと夜を照らします。
ワ ー､ き れい ／

制
作
費
に
あ
て

る
こ
と

が
で

き

た
の
も
、
制
作

に

弾
み
を
つ
け

た

。フ
ィ
リ
ピ
ン

に

も
、
三
度
足

を
運
ん
だ
。
初

め
は
う
っ
と
お

ド

キ
ュ

メ

ン

タ
リ

ー
映

画

「

妻

は
フ

ィ
リ

ピ
ー

ナ

」
は

、

寺

田

さ

ん

が

通
っ

た

日

本

映
画

学

校

の

卒

業

作
品

と

し
て

作

り
始

め

た

も
の

。

内

容
は

、
自

分

自

身
の

話
で

あ

る

。

日
本
に
働
き
に
来
て
い
た
フ
ィ

リ

ピ
ン

の

女

性

と

恋
愛

、

フ

ィ
リ

ピ
ン
で
結
婚
し
、
そ
の
後
日
本
で

親
子

三

人

の

暮
ら

し

が

始

ま

る

ま

で

の

、
約

二

年

間
の

彼

自

身
の

生

活
を
描
い
て
い
る
。
十
六
㍉
フ
ィ

ル
ム
で
記
録
し
た
、
一
時
間
四
十

分
の

作

品

だ

。

「

自
分

自

身

を
題

材
と

し

、

国

際

結

婚
に

と

ま

ど

う
家

族

に

焦

点
を

合

わ
せ

る
こ

と
で

、
日

本
の

家
族

と

い

う

も

の

が
描

け

る

の
で

は

な

い

か

と

思

っ

た
の

で

す

」

当

初

、

映
画

学

校

の

卒
業

に

間

に

合

わ
せ

る

た
め

、

三
ヵ

月

の

制

作

期

間
で

、

子

供

が

産

ま
れ

る

と

こ

ろ

ま
で

を

第

一
部

と
し

て

ま

と

め

た

。
し

か

し

、

夫

婦
や

家

族

と

い
う
も
の
に
つ
い
て
自
分
な
り
に

表

現
し

た
い

と

、

第

二

部
の

制

作

を

続

行
し

た

。
十

人
足

ら

ず
の

ス

タ
ッ
フ
は
、
全
員
映
画
学
校
時
代

の

メ

ン

バ

ー

が
続

け
て

く

れ

た

。

第

二

部
の

撮

影

途

中
に

は

、

第

一
部
が
九
十
二
年
度
国
際
学
生
映

画
祭
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門

賞

を

獲

得

。
賞

金

を

、
第

二

部

の

し
か
っ
た
カ
メ
ラ
も
、
い
つ
の
間

に
か
二
人
の

生
活
の

一
部
の
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ

う
し
て

、
二
年
を
か
け
て
完

成
し
た
作
品

が
、
九
十
三

年
度
の

日
本
映
画
監
督
協
会
新
人
賞
を
受

賞
。
「
ほ
ん
と
う
に
驚
き
ま
し
た
ね
。

ま
さ
か
自
分
が
こ
の
よ
う
な
賞
の

受
賞
者
に
な
る
な
ん
て

、
思
い
も

よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

映
画
の
配
給
は
「
万

福
寺
シ
ネ

マ
」
と
い
う
制
作
委
員
会
を
作
っ

て
行
っ
た
。
こ

の
委
員
会
も
、
映

画
学
校
の
卒
業
生
で

構
成
さ
れ
て

い
て

、
自
分
た
ち
で

資
金
を
出
し

合
っ
て
運
営
し
て
い
る
。
ま
さ
に

手
作
り
の
映
画
で
あ
る
。

７
月
中
旬
か
ら
、
「
シ
ネ
マ

ア

ル

ゴ
新
宿
」
で

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公

開
か
決
ま
っ
て
い

る
。
今
は
少
し

で
も
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
と
い

う
の
が
本
心
。
松
戸
の

新

人
映
画

監
督
、
心
か
ら
応
援
し

た

い
。
　
　
　
　
　
(
新
松
戸
在
住
）

「
自
分
自
身
を
題
材
に
」

昨年の松戸まつりでの野菜販売

松戸市農村青少年グラフ協議会（通称：松戸 ４

Ｈクラブ ）が、全国農業会議所・全国農業新聞主

催の「第18回青年農業者グループ活動コンクール」

で、全国農業新聞賞を受賞し ました。

４Ｈクラブは、これからの都市農業の担い手で

ある若手農業後継者のグループですが、野菜販売

や地域ボランティア活動、生産技術改善への取り

組みなど、幅広い活動が評価されての受賞でした。

現在、会員は26人ですが、地域住民に支えられ

る都市農業の担い手として、その活動が期待され

ています。

身近な街の話題をお寄せください。

醴広報課

ドキュメンタリー映画「妻はフイリピーナ」

を監督した

街の話題

ひと

寺田　靖範さん

小金城の出土銭

(市立博物館蔵)
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